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卜円会長クラブターゲット
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出席報告

欠 席 者

司 会 S A A
ソングリーダー 大和中RC北砂富三君

「奉仕の理想」

四クラブ（大和・座間・大和中・大和田園）合同例会
於：鈴鹿明神参集殿

て本与｣‘1にありがとうございました。

座llⅡクラブもおかげさまで16年、どうやら元服

もおわりまして一人前の相手ができる様になりま

したことは、お集まりの告様方のお力添えのたま

ものと感謝しております。とくに、本年度に入り

まして座間クラブといたしましても会のリフレッ
シュのために増強拡大の方針を決定しましてこれ

から拡大の線にのりまして力強い一歩を跣み出し

た訳であります。皆様方にこれからのご協力を特
にお肌いする面が多々あろうかと思いますがよろ

しくお服い申し上げます。
この鈴鹿明神社はごらんの様に座間が誇る郷社

＜ゲスト＞

第２５９地区il'1前ガバナー津H１進氏

くﾎｽﾄｸﾗﾌ会長挨拶＞座間鴎篭片野九章君
失礼致します。ご紹介にあずかりました座間ロ
ータリークラブの片野光章でこゞざいます。

ホストクラブの会長といたしまして簡単な挨拶を
l|]しのべさせていただきます。本日は年末の御多

叶]のおり、また交通の便のあまり良くないこの会

場に津田直前ガバナーをはじめ、親子兄弟クラブ
である皆さまには、多数のこ参加をいただきまし
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Ｉ会 日：毎週木曜日１２時30分より
長 ： 上 田 利 久
フ ト ： 藤 田 重 成
長 ： 薑 沢 重 徳
事 営 近 藤 冨 士 男
員 ： 松 崎 ・ 種 ケ 島 ・ 木 村
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本 日 の プ ロ グ ラ ム １ ２ 月 ２ １ 日

半期報告

次 週 予 定 １ 月 ９ 日
第５１可クラブ協議会「年頭にあたり」

会 員 数 出 席 数 出 席 率 前回の修正



でございまして、又、座間は非常に水がおいしい

所でこざいまして、特にこの鈴鹿明神の森のこの

座間の水、この様な所で本Ｈの合|川例会がもたれ
た訳でこざいますが、しかも、合同例会も回を!Ⅲ

ねるに従いまして、友愛と懇籾の情が踊々深まっ

てまいりましたが、今度は特に会員のみの合|副例

会としまして、また特に先稗お話が出ました様に、
ロータリーの本幹をなしております社会奉仕にlXl

します決議23-34の問題につきまして津田直liilガ
バナーの卓話をお願い申し上げた訳でございまし

て、皆様方の会員の研鎖と懇籾を深めるプログラ
ムを計画した訳でございます。

ホストクラブといたしまして、一生懸命準備した

つもりですが、色々と不手際等も多くあろうかと

思いますが、何卒ロータリーの友愛と寛容の心を

もちまして御容赦賜わります様、心よりお願いIII

し上げます。

皆様方の意縦のある合'百l例会でございます様、

心より御祈念致しまして、会腫の挨拶とさせてⅢ

きます。

大和中RC会長
く 大 和 中 R C 会 長 挨 拶 ＞ 上 田 利 久 君

拷さんこんにちわ。私共のクラブは８年目でご

ざいます。現在の会員数54名でございます。今|｜

まで歩んでこれたのはスポンサークラブの大ｆⅡＲ

Ｃはじめ、座|片IRC、大和田|*IRCの皆様方のあ

たたかき御支援と御鞭推のたまものだと思ってお

ります。大変感謝致しております。
私共、くつろぎの巾で己れを知り、他人を知る

と。あなたと私の間にロータリーがあるというこ

とでやってまいりますが、どうもボイ|:の実践とい

3IIliからみましてﾎII錘いものを感じております。

そんなある11、前の特別代表から「イド、決議23-
34が削除された。ひとつロータリーの皮でも勉強

しておきたまえ」というようなことをお伺いし、

私の頭の巾には決議２１というのが浮んでまいりま

した。これはイギリスのゴルフクラブの協談によ

って、スモールボールの大きさと龍さが決まった

のが１９２１年の決議でこざいます。

そんなことはどうでもいいのですが、人間ぐらい

のものでこざいまして、ものを尖なうということ

になりますと何か妙に考え込んでしまいます。今

ＵこのIJLIクラブ合|可例会におきまして、このテー
マが取り上げられ、さらにはIGFにおいてさら

に討論されるとうけたまわっております。

私たちがこのI'iYに同席しまして、私たちのおぼつ

かない知微がこれによって終f'l1することが||1来れ

ば大変､擬せでございます。今この様なすばらしい

機会をｌjえてトさいましたことを感謝しておりま
一

す。ありがとうございました。

<卓話＞「決議23-34の行方」

（内容につきましては津HIIfi前ガバナーが当ク
ラブにおいで]1'Iきました時の卓荊を参照して下さ

い。）

へ
懇親会

例会終ｒ後、雁間RCの司会進行で懇剃会の婁

席が設けられ片Ｍ１;会長の|)H会挨拶、大和RCの|'｜

石|順一ｲﾔの門姻で乾杯、先に行なわれたソフトボ
ール大会の結果発表の後、歌合戦か繰りひろげら

れ、叩'1貴(あいあいのうちに州会となりました。


